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劉
辰
翁

(

一
二
三
二
―
一
二
九
七)

、
字
は
会
孟
、
号
は
須
渓
、
江
西

(

１)

の
廬
陵

(

今
の
江
西
省
吉
安
市)

の
人
で
あ
る
。
彼
は
中
国
文
学
史
に

お
い
て
は
、
南
宋
末
期
の
辛
棄
疾
派
に
連
な
る
愛
国
詞
人

(

２)

、
或
い
は
宋
末
の
評
点

(

３)

家
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
彼
の
文

学
活
動
を
代
表
す
る
評
点
は
、
実
際
に
は
一
二
七
五
年
、
南
宋
滅
亡
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
劉
辰
翁
の
文

学
活
動
は
、
宋
代
よ
り
も
元
代
の
文
学
に
お
い
て
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
文
学
史
に
お
け
る
宋

末
の
文
人
と
い
う
位
置
付
け
に
加
え
て
、
元
代
文
学
の
礎
を
築
い
た
文
人
の
一
人
と
し
て
、
劉
辰
翁
は
改
め
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
稿
は
、
従
来
文
学
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
自
体
が
少
な
く
、
ま
た
元
代
文
学
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も

少
な
か
っ
た
劉
辰
翁
に
つ
い
て
、
特
に
元
初
の
活
動

(
４)

に
着
目
し
、
元
代
文
学
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

宋
の
滅
亡
と
劉
辰
翁

ま
ず
劉
辰
翁
の
伝
記
及
び
宋
末
元
初
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る

(
５)

。
彼
は
南
宋
理
宗
紹
定
五
年

(

一
二
三
二)

に
生
ま
れ
た
。
十
歳

で
江
万
里
の
設
立
し
た
白
鷺
洲
書
院
に
学
び
、
欧
陽
守
道
に
師
事
し
た

(
６)

。
同
門
に
は
文
天
祥
が
い
る
。
景
定
三
年

(

一
二
六
二)

に
進

士
及
第
。
そ
の
際
、
対
策
で
宰
相
賈
似
道
を
批
判
し
た
が
、
理
宗
自
ら
丙
第
に
置
い
た
。
そ
の
後
、
母
親
の
老
齢
を
理
由
に
、
故
郷
に

近
い�
州

(

今
の
江
西
省�
州
市)

の
濂
渓
書
院
の
山
長

(

塾
長)

を
請
う
。
太
学
生
時
代
に
、
当
時
国
子
祭
酒
で
あ
っ
た
江
万
里
に
才
能

を
認
め
ら
れ
、
以
後
彼
に
は
度
々
推
挙
さ
れ
職
を
斡
旋
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
臨
安
府
学
で
教
授
を
勤
め
た
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��こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
教
え
子
に
戴
表
元
が
い
る

(

７)

。
至
元
十
一
年

(

一
二
七
四)

、
ク
ビ
ラ
イ
は
阿
朮

ア

ジ

ュ

と
阿
里
海
牙

エ
リ
ク
・
カ
ヤ

の
進
言
に
よ
り
、

伯
顔

バ

ヤ

ン

を
将
軍
と
し
て
南
宋
領
へ
と
攻
め
込
む
。
翌
十
二
年
、
江
西
に
も
元
軍
が
攻
め
入
る
。
二
月
、
江
万
里
は
自
宅
の

｢

止
水｣

(

池

の
名)
に
身
を
投
げ
自
殺
し
、
文
天
祥
は
詔
に
応
じ
て
勤
王
軍
を
起
こ
す
。
十
一
月
、
省
治
隆
興
府
が
落
ち
、
江
西
諸
郡
は
降
伏
す
る
。

翌
十
三
年
正
月
、
恭
帝
は
伝
国
の
玉
璽
を
元
に
献
上
し
、
こ
こ
に
南
宋
は
滅
亡
す
る
。
時
に
劉
辰
翁
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は
至
元

十
二
年
十
二
月
に
廬
山
の
虎
渓
に
避
難
し
、
妻
の
蕭
氏
の
一
族
の
保
護
を
受
け
て
い
た

(

８)

。
南
宋
滅
亡
後
の
劉
辰
翁
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

｢

元
に
は
仕
え
ず｣
の
一
言
で
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
彼
が
こ
れ
よ
り
後
、
主
に
故
郷
に
て
閑
居
し
て
い
た
こ
と
は
事

実
だ
が
、
決
し
て
寞
々
と
隠
遁
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
元
末
の
危
素

｢

元
故
徴
君
杜
公
伯
原
父
墓
碑｣

(『

危
太
樸
文
続
集

(

９)』

巻
二)

に
は

次
の
よ
う
に
見
え
る
。

時
臨
江
皮
氏

(�)
尊
賢
禮
士
。
若
廬
陵
劉
太
博
會
孟
・�
禮
部
巾
父

マ

マ

・
蜀
郡
虞
公
及
之
、
豫
章
熊
僉
判
與
可
、
及
我�
文
正
公
皆
在
焉
。

公
與
同
里
范
供
奉�
機
、
年
最
少
、
從
諸
公
講
學
不
倦
、
及
壯
超
然
有
遺
世
之
意
。

時
に
臨
江
の
皮
氏

賢
を
尊
び
士
を
礼
す
。
若

た
と
へ
ば
廬
陵
の
劉
太
博
会
孟
・�
礼
部
巾
父

(�
、
字
中
甫)

・
蜀
郡
の
虞
公

(

集)

之

れ
に
及
び
、
豫
章
の
熊
僉
判
与
可

(
朋
来)

、
及
び
我
が
呉
文
正
公

(

澄)

皆
焉こ
こ

に
在
り
。
公

(

杜
本)

と
同
里
の
范
供
奉
徳
機

(�)
と
、
年
最
も
少わ
か

く
、
諸
公
に
従
ひ
講
学
し
て
倦
ま
ず
、
壮
に
及
ん
で
超
然
と
し
て
遺
世
の
意
有
り
。

こ
れ
は

『

谷
音』

の
編
者
で
あ
る
杜
本

(

字
は
伯
原
、
一
二
七
六
―
一
三
五
〇)

の
墓
碑
銘
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
臨
江
の
皮
氏
の
も
と
、

劉
辰
翁
・��
・
虞
集
・
熊
朋
来
・
呉
澄
・
范�
、
そ
し
て
杜
本
ら
江
西
の
文
人
達
が
一
堂
に
会
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

杜
本
の
生
年
か
ら
、
右
の
状
況
が
元
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お
虞
集
と
范�
は
元
詩
四
大
家
と
し
て
当
時
活
躍
し
た

文
人
で
あ
り
、
こ
の
墓
碑
銘
は
従
来
報
告
さ
れ
て
い
な
い
劉
辰
翁
と
四
大
家
と
の
直
接
の
交
流
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
資
料

で
あ
る
。
ま
た
劉
辰
翁
は
、
南
宋
滅
亡
後
も
地
域
の
学
校
や
寺
社
の
記
念
碑
、
そ
し
て
墓
碑
な
ど
に
多
く
の
文
章
を
著
し
て
お
り
、
時

に
は
路
外
か
ら
も
依
頼
さ
れ
、
仕
官
こ
そ
せ
ぬ
も
の
の

(�)
、
在
野
の
名
士
と
し
て
の
地
位
や
名
声
は
元
代
に
お
い
て
も
相
当
高
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
僧
侶
や
道
士
達
と
も
親
交
し
、
よ
く
文
章
を
依
頼
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
劉�
の
よ
う
に
自
作
の
詩
を
携
え
て
劉
辰
翁
に
面

会
を
求
め
て
来
る
若
者
も
お
り

(�)

、
劉
辰
翁
に
文
学
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
時
の
江
西
の
文
人
に
と
っ
て
一
つ
の
名
誉
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
劉
辰
翁
の
評
点
は
宋
の
滅
亡
と
と
も
に
始
め
ら
れ
た
。
息
子
の
劉
将
孫

｢

刻
長
吉
詩
序｣

(『

養
吾
斎
集』

巻
九)

は
言
う
。

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学

77
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先
君
子
須
溪
先
生
、
於
評
諸
家
詩
、
最
先
長
吉
。
蓋
乙
亥
辟
地
山
中
、
無
以�
思
寄
懷
、
始
有
意
留
眼
目
、
開
後
來
、
自
長
吉
而

後
、
及
於
諸
家

(�)
。
尚
恨
書
本
白
地
狹
、
旁
注
不
盡
意
、
開
示
其
微
、
使
覽
者
隅
反
神
悟
、
不
能
細
論
也
。
自
是
傳
本
四
出
、
近
年

乃
無
不
知
讀
長
吉
詩
、
效
昌
谷
體
。

先
君
子
須
渓
先
生
、
諸
家
の
詩
を
評
す
る
に
於
て
、
最
も
長
吉

(

李
賀)

を
先
に
す
。
蓋
し
乙
亥

(

一
二
七
五)

に
地
を
山
中
に

辟さ

け
し
と
き
、
以
て
思
を�の

べ
懐
を
寄
す
る
無
く
、
始
め
て
意
有
り
て
眼
目
を
留
め
、
後
来
を
開
か
ん
と
し
、
長
吉
よ
り
後
、

諸
家
に
及
べ
り
。
尚
ほ
恨
む
ら
く
は
書
本
の
白
地
狭
く
、
旁
注
は
意
を
尽
く
さ
ざ
れ
ば
、
其
の
微
を
開
示
し
、
覧
る
者
を
し
て

隅
反
神
悟
せ
し
む
る
の
み
に
し
て
、
細
論
す
る
能
は
ず
。
是
れ
よ
り
伝
本
四
も
に
出
で
、
近
年
は
乃
ち
長
吉
詩
を
読
み
、
昌
谷

体
に
効
ふ
を
知
ら
ざ
る
は
無
し
。

こ
の
文
に
見
え
る
、
彼
の
評
点
が
南
宋
滅
亡
と
い
う
政
治
的
激
動
の
最
中
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

何
故
な
ら
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
の
活
動
の
動
機
に
は
、
南
宋
の
滅
亡
が
そ
の
根
本
部
分
に
お
い
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
劉
辰
翁
の
評
点
は
、
杜
甫
や
李
賀
の
よ
う
に
別
集
と
し
て
現
在
ま
で
残
る
も
の
の
他
、『

唐
詩
品
彙』

な
ど
に
引
用
さ
れ
て

部
分
的
に
現
存
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

(�)
。
例
え
ば
蘇
軾
の
詩
へ
の
評
点
は

『

増
刊
校
正
王
状
元
集
注
分
類
東
坡
先
生
詩』

と
し
て
伝
存

し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
福
建
で
作
ら
れ
た
こ
の
本
が
、
江
西
で
増
刊
校
正
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
際
に
は
劉
辰
翁
評
点
が
付
さ
れ
る

と
い
う
現
象
は
、
江
西
の
書
物
と
劉
辰
翁
の
結
び
付
き
の
強
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

(

実
際
、
彼
の
著
作
は
多
く
江
西
人

の
手
で
出
版
さ
れ
る)

。
さ
ら
に
加
え
て
、
劉
辰
翁
が
評
点
或
い
は
校
訂
を
し
た
書
物
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『

班
馬
異
同』
『

越
絶
書』

『

陰
符
経』

『

老
子
道
徳
経』

『

列
子
冲
虚
真
経』

『

荘
子
南
華
真
経』

『

世
説
新
語』
『

陶
淵
明
集

(�)』
『

唐
百
家
詩
選

(�)』
『

興
観
集』

『

古
今
詩
統』

こ
の
う
ち
、『

興
観
集』

と

『

古
今
詩
統』

は
劉
辰
翁
が
編
纂
し
た
選
集
で
あ
る
。『

老
子』

『

列
子』

『

荘
子』

は
南
宋
の
林
希
逸

(

一
一
九
三
―
？)

の
口
義
本
を
用
い
、
劉
辰
翁
の

｢

丹
鉛
筆
端｣

を
経
て
い
る

(『

劉
須
渓
評
点
九
種
書』

凡
例)

。
本
文
と
林
注
そ
れ
ぞ
れ
に

批
評
が
加
え
ら
れ
、
本
文
は
ま
ま
改
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
劉
辰
翁
の
評
点
に
は
校
訂
と
い
う
作
業
も
付
随
し
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
劉
辰
翁
に
よ
る
唐
宋
の
詩
の
評
点
本
も
、
劉
辰
翁
の
意
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
改
変
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る

(�)

。
こ
れ
は
元
代
に
お
け
る
古
典
の
受
容
に
も
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
当
時
は
劉
辰
翁
の
手
を
経
た
典
籍
が
多
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数
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
、
次
の
時
代
の
文
学
・
学
術
を
担
う
若
者
達
の
教
材
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

劉
辰
翁
に
よ
る
評
点
の
目
的
と
そ
の
実
際

評
点
と
は
、
作
品
に
対
す
る
批
評
と
作
品
の
本
文
に
付
さ
れ
た
圏
点
を
併
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

批
評
と
圏
点
を
備
え
た
一
般
的
な
評
点
の
か
た
ち
が
定
着
す
る
の
を
南
宋
と
す
る
点
で
は
諸
家
の
見
解
は
一
致
す
る
。
先
に
見
た
よ
う

に
、
韻
文
散
文
を
問
わ
ず
様
々
な
作
品
や
書
物
に
評
点
を
施
し
た
劉
辰
翁
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
が
詩
の
評
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
劉
辰
翁
以
前
の
評
点
家
と
し
て
著
名
な
者
に
呂
祖
謙
・
真
徳
秀
・
謝
枋
得
ら
が
い
る
が
、
彼
ら
の
も
の
は
全
て
自
選
の
古
文
選

集
に
対
す
る
評
点
で
あ
り
、
散
文
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
詩
に
重
点
的
に
評
点
を
施
し
た
劉
辰
翁
は
画
期
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
劉
将
孫
の

｢

先
君
子
須
溪
先
生
於
詩
喜
荊
公
、
嘗
點
評
李
注
本
刪
其
繁
、
以
付
門
生
兒
子

(�)
(

先
君
子
須
渓

先
生

詩
に
於
て
荊
公
を
喜
び
、
嘗
て
李
注
本
を
点
評
し
て
其
の
繁
を
刪
り
、
以
て
門
生
児
子
に
付
す)｣

と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
劉
辰
翁
の
評
点
の
目
的
は
ま
ず
何
よ
り
も
後
進
の
教
育
に
あ
っ
た
。
劉
辰
翁
の
評
点
本
の
多
く
は
彼
の
私
塾
で
使
用
さ
れ
る

教
科
書
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(�)
。
周
知
の
ご
と
く
元
朝
初
期
は
科
挙
が
停
止
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
当
時
は
作
詩
熱
が
盛

ん
で
あ
っ
た

(�)

。
お
そ
ら
く
、
科
挙
に
合
格
す
る
為
の
も
の
に
成
り
下
が
っ
た
宋
末
の
文
学
や
、
文
学
を
軽
ん
ず
る
道
学
へ
の
反
動
に
か

か
る
現
象
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
代
の
著
名
な
文
人
の
伝
記
に
は
宋
末
の
衰
え
た
文
風
を
建
て
直
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
劉
辰
翁
の
評
点
も
そ
れ
ら
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
彼
も
や
は
り
宋
末
の
文
学
を
建
て
直
そ
う
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
劉
辰

翁
は
言
う
。｢

私
は
古
今
の
文
学
作
品
の
秘
め
ら
れ
た
深
意
を
簡
潔
な
評
点
の
中
に
明
ら
か
に
し
た
が
、
他
人
は
そ
れ
を
理
解
し
な
い

ば
か
り
か
、
却
っ
て
私
を
嘲
笑
す
る
ば
か
り
だ

(�)｣
と
。
こ
れ
は
自
身
の
評
点
に
対
す
る
劉
辰
翁
の
自
負
で
あ
る
と
と
も
に
、
劉
辰
翁
の

評
点
を
理
解
せ
ぬ
者
達
に
対
す
る
不
満
の
表
白
で
も
あ
る
。
評
点
を
通
し
た
劉
辰
翁
の
教
育
と
は
、
自
己
の
信
じ
る
正
し
い
文
学
を
若

者
達
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
科
挙
合
格
の
為
の
小
手
先
の
文
学
で
は
な
く
、
純
粋
な
る
感
情
の
発
露

を
何
よ
り
も
重
ん
じ
る
文
学
で
あ
っ
た
。
ま
た
劉
将
孫

｢

送
彭
元
鼎
采
詩
序｣

(『
養
吾
斎
集』

巻
九)

に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

近
年
不
獨
詩
盛
、
采
詩
者
亦
項
背
相
望
、
寧
非
世
道
之
復
古
而
斯
文
之
興
運
哉
。
…
…
吾
嘗
嘆
、
夫
子
既
刪
之
後
、｢

離
騷｣

未

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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作
以
前
、
寧
無
一
言
之
幾
於
道
、
而
曠
數
百
年
不
見
稱
於
世
。
是
雖
一
技
、
豈
不
亦
有
時
命
哉
。
昔
吾
先
君
子
須
溪
先
生
、�

哀

江
南
百
年
文
獻
之
零
落
、
欲
以
詩
存
其
爲
人
。
蓋
采
詩
者
之
行
四
方
、
以
此
。

近
年
独
り
詩
の
盛
ん
な
る
の
み
な
ら
ず
、
詩
を
采
す
る
者
も
亦
た
項
背
相
ひ
望
み
た
る
は
、
寧
ぞ
世
道
の
復
古
に
し
て
斯
文
の

興
運
に
非
ざ
ら
ん
や
。
…
…
吾

嘗
て
嘆
ず
、
夫
子
の
既
に
刪
り
た
る
後
、｢

離
騒｣

の
未
だ
作
ら
れ
ざ
る
以
前
、
寧
ぞ
一
言
の

道
に
幾ち

か

き
も
の
無
か
ら
ん
や
、
而
れ
ど
も
数
百
年
を
曠
し
く
し
て
世
に
見
称
さ
れ
ず
。
是
れ
一
技
た
り
と
雖
も
、
豈
に
亦
た
時

命
有
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
。
昔

吾
が
先
君
子
須
渓
先
生
、
毎つ

ね

に
江
南
百
年
の
文
献
の
零
落
を
哀
し
み
、
詩
を
以
て
其
の
人
と
為

り
を
存の

こ

さ
ん
と
欲
す
。
蓋
し
采
詩
の
四
方
に
行
は
る
る
も
、
此
れ
を
以
て
す
る
な
ら
ん
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
か
つ
て
劉
辰
翁
は
江
南
の
文
献
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
嘆
き

(�)

、
古
今
の
詩
人
達
の
作
品
を
保
存
し
よ
う
と
し
て
い
た

と
言
う
。
こ
れ
は
采
詩

(

選
集
の
編
纂)

に
対
す
る
劉
辰
翁
の
考
え
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
の
活
動
の
根
本
的
な
動
機
に
関
わ
る
も
の
で

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
の
滅
亡
と
と
も
に
評
点
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
劉
辰
翁
は
、
自
分
た
ち
の
文
学
を
積
極
的
に
次
の

世
代
へ
と
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
先
に
述
べ
た
後
進
の
教
育
と
い
う
劉
辰
翁
の
目
的
は
、
文
学
の
伝
承
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
視
点

で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
の
劉
辰
翁
の
評
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
李
賀
の
詩
を
例
と
し
て
見
て
い
く
。
次
に
挙
げ
る

の
は
李
賀
の

｢

大
堤
曲｣

で
あ
る

(

以
下
、
詩
の
傍
点
は
劉
辰
翁
に
よ
る
圏
点)

。

妾
家
住�
塘
、
紅、
紗、
滿、
桂、
香、
。�
雲�
綰
頭
上
髻
、
明
月
與
作
耳
邊�
。
蓮
風
起
、
江
畔
春
。
大
堤
上
、
留
北
人
。�
食
鯉
魚
尾
、

妾
食
猩
猩
脣
。
莫
指
襄
陽
道
、�
浦
歸
帆
少
。
今、
日、
菖、
蒲、
花、
、
明、
朝、
楓、
樹、
老、
。

(『

唐
李
長
吉
歌
詩

(�)』

巻
一)

こ
の
詩
は
、
去
ろ
う
と
す
る
客
の
男
性
を
何
と
か
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
遊
女
に
つ
い
て
、
遊
女
の
口
ぶ
り
さ
な
が
ら
に
活
き
活
き

と
歌
い
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。
二
句
目
及
び
尾
聯
に
劉
辰
翁
に
よ
る
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
二
句
目

｢

紅
紗
滿
桂
香｣

は
、｢

紅
紗｣

と

｢

桂
香｣

と
に
よ
っ
て
読
者
の
視
覚
と
嗅
覚
に
訴
え
か
け
、
詩
の
舞
台
を
読
者
の
脳
裏
に
強
い
実
感
を
伴
っ
て
描
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
月
に
生
え
る
と
い
う
伝
説
を
持
つ

｢

桂｣

は
、
四
句
目
の

｢

明
月｣
と
相
俟
っ
て
、
詩
中
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
さ
え
醸
し
出

す
。
こ
の
巧
み
な
句
作
り
を
劉
辰
翁
は
評
価
し
、
圏
点
を
付
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
尾
聯
で
あ
る
。｢

今
日
は
き
れ
い
な
菖
蒲
の
花

だ
け
れ
ど
も
、
明
日
に
は
老
い
た
楓
の
木
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う｣

と
い
う
こ
の
遊
女
の
台
詞
に
、
何
故
彼
は
圏
点
を
付
し
た
の
か
。
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こ
の
聯
に
つ
い
て
、
劉
辰
翁
は
次
の
ご
と
く
評
を
加
え
る
。

甚
言
時
景
之
不
留
。
而
有
願
見
之
思
、
有
微
憾
之
意
。

時
景
の
留
ま
ら
ざ
る
を
甚
言
す
。
而
れ
ど
も
見ま

み

ゆ
る
を
願
ふ
の
思
ひ
有
り
、
微ひ

そ

か
に
憾う

ら

む
の
意

こ
こ
ろ

有
り
。

こ
の
聯
は
表
面
的
に
見
れ
ば
確
か
に

｢

時
景
之
不
留｣

を
言
う
も
の
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
劉
辰
翁
は
そ
こ
に
、
主
人
公
の

女
性
の
、
相
手
の
男
性
に
恋
い
焦
が
れ
る
感
情
、
男
性
が
去
っ
て
ゆ
く
の
を
寂
し
く
思
う
感
情
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
劉

辰
翁
の
評
点
の
も
っ
と
も
眼
目
と
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
聯
へ
の
呉
正
子
注
と
較
べ
る
こ
と
で
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
る
。

此
二
句
、
大
意
言
人
老
少
不
常
、
及
時
行
樂
耳
。

此
の
二
句
、
大
意
は
人
の
老
少
は
常
な
ら
ざ
れ
ば
、
時
に
及
び
て
行
楽
す
べ
し
と
言
ふ
の
み
。

｢

人
間
は
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
楽
し
め
る
時
に
楽
し
ま
な
け
れ
ば｣

と
呉
正
子
は
言
う
。
呉
正
子
の
こ
の
解
釈
は
、

劉
辰
翁
の
言
う

｢

時
景
之
不
留｣

と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
呉

正
子
は
そ
こ
で
解
釈
を
終
え
て
お
り
、
主
人
公
た
る
遊
女
の
心
情
は

見
え
て
い
な
い
。
こ
こ
に
劉
辰
翁
と
の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
呉

正
子
が
表
面
的
な
解
釈
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
劉
辰
翁
は
詩
句
に

込
め
ら
れ
た
主
人
公
の
心
情
を
深
く
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二

句
は
、
呉
正
子
が
敢
え
て
注
釈
を
付
け
な
が
ら
も
表
面
的
な
解
釈
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
一
般
の
読
者
に
お
い

て
も
呉
正
子
と
同
様
の
解
釈
で
読
ま
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
こ
の
詩
の
深
意
を
充
分
に
味
わ
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
劉
辰
翁
が
こ
の
聯
に
特
に
圏
点
を
付
し
、
ま
た
自
分
の

解
釈
を
評
語
と
し
て
書
き
入
れ
た
理
由
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
と

筆
者
は
考
え
る
。
圏
点
に
よ
っ
て
読
者
の
注
意
を
最
後
の
二
句
に
引

き
つ
け
た
後
、｢
有
願
見
之
思
、
有
微
憾
之
意｣

と
い
う
短
い
評
語

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劉
辰
翁
は
、
こ
の
詩
を
よ
り
味
わ
い
深
い
作
品
と
し
て
、
読
者
の
前
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
劉

辰
翁
の
評
点
で
あ
っ
た
。

で
は
次
に

｢

老
夫
採
玉
歌｣

(『

唐
李
長
吉
歌
詩』

巻
二)

を
見
て
み
よ
う
。

採
玉
採
玉
須
水
碧
、
琢、
作、�
、
搖、
徒、
好、
色、
。
老、
夫、
飢、
寒、
龍、
爲、
愁、
、
藍、
溪、
水、
氣、
無、�
、
白、
。
夜、
雨、
崗、
頭、
食、
蓁、
子、
、
杜、
鵑、
口、
血、
老、
夫、�

、
。

藍、
溪、
之、
水、�、
生、
人、
、
身、
死、
千、
年、
恨、
溪、
水、
。

(�)
斜、
山、
栢、
風、
雨、
如、
嘯、
、
泉、
脚、
挂、
繩、�
、�、�、
。
村、
寒、
白、
屋、
念、
嬌、
嬰、
、
古、
臺、
石、
磴、
懸、
腸、
草、
。

第
一
句
目
以
外
の
全
て
の
句
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
冷
た
い
川
で
玉
を
採
る
老
人
。
苦
労
し
て
採
取
し
た
玉
も
、
貴
人
の
好
色

の
道
具
に
な
る
だ
け
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
老
人
は
玉
を
採
る
。
も
は
や
澄
ん
だ
清
ら
か
さ
を
失
っ
た
川
の
中
、
玉
を
採
る
老
人
を
襲

う
飢
え
や
寒
さ
は
、
川
に
住
む
竜
で
す
ら
哀
れ
む
ほ
ど
の
酷
さ
で
あ
る
。
夜
の
雨
の
中
、
蓁
子

は
し
ば
み

を
ぼ
そ
ぼ
そ
と
食
べ
な
が
ら
、
老
人
は

泣
く
。
辛
い
労
働
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
者
達
の
怨
み
が
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
こ
の
藍
田
の
川
。
吹
き
荒
れ
る
風
雨
、
老
人
と
岸
を

繋
ぐ
命
綱
は
頼
り
な
く
水
流
に
漂
う
。
村
の
貧
し
い
小
屋
に
残
し
て
き
た
幼
子
の
姿
を
思
い
出
す
老
人
の
目
に
映
る
の
は
、
苦
し
み
と

悲
し
み
で
ず
た
ず
た
に
な
っ
た
己
の
腸
を
象
っ
た
か
の
よ
う
な
懸
腸
草
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
は
、
歌
い
起
こ
し
の
一
句
目
を
除
き
、
全

篇
を
通
し
て
、
労
役
を
強
い
ら
れ
た
老
人
の
苦
し
み
と
悲
し
み
を
詠
い
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
故
に
劉
辰
翁
は
起
句
以
外
の
全
て
の
句

に
圏
点
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
中
の
特
に
優
れ
た
部
分
や
重
要
な
箇
所
に
付
す
の
が
圏
点
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
作
品
全

体
に
対
し
て
圏
点
を
付
け
る
例
が
、
劉
辰
翁
に
は
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
れ
は
、
劉
辰
翁
が
そ
の
作
品
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の

｢

老
夫
採
玉
歌｣

に
対
す
る
評
語
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

謂
長
繩
懸
身
下
採
溪
水
。
其
索
意
之
苦
、
至
思
念
其
子
、
豈
特
食
蓁
而
已
。
又
云
、｢

腸
草｣

不
必
草
名
、
斷
腸
之
類
。
以
其
念

子
視
此
懸
磴
之
草
、
如
斷
腸
然
、
苦
甚
。

長
縄
も
て
身
を
懸
け
て
下
り
て
渓
水
に
採
る
を
謂
ふ
。
其
れ
意
を
索
め
た
る
と
こ
ろ
の
苦
し
み
や
、
至

は
な
は

だ
其
の
子
を
思
念
す
れ

ば
、
豈
に
特た

だ
蓁
を
食く

ら

ふ
の
み
な
ら
ん
や
。
又
云
ふ
、｢

腸
草｣
は
必
ず
し
も
草
名
に
あ
ら
ず
、
断
腸
の
類
な
ら
ん
。
其
の
子

を
念
ず
る
を
以
て
此
の
磴
に
懸
か
り
た
る
草
を
視
れ
ば
、
断
た
れ
し
腸
の
如
く
然
り
、
苦
し
み
は
甚
だ
し
き
な
り
。

こ
こ
で
は
十
二
句
目
の

｢

懸
腸
草

(�)｣

に
つ
い
て
の
解
釈
に
特
に
注
目
し
た
い
。
呉
正
子
の
解
釈
と
比
べ
て
み
よ
う
。

此
篇
、
乃
老
夫
不
堪
採
玉
之
勞
、
受
役
於
上
、
而
不
得
免
。
故
辭
多
怨
苦
。
…
…

｢

念
嬌
嬰｣

、
謂
役
於
採
玉
、
雖
有
孩
提
、
□
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□
□

(�)
徒
念
之
而
已
。
見
石
臺
古
磴
之
草
、
使
人
腸
斷
如
腸
之
懸
也
。

此
の
篇
は
、
乃
ち
老
夫
の
採
玉
の
労
に
堪
へ
ざ
る
も
、
役
を
上
よ
り
受
け
た
れ
ば
、
而
し
て
免
が
る
る
を
得
ざ
る
な
り
。
故
に

辞
に
怨
苦
多
し
。
…
…

｢

嬌
嬰
を
念お

も

ふ｣

と
は
、
採
玉
に
役
す
れ
ば
、
孩
提
有
り
と
雖
も
、
□
□
□
徒
だ
之
れ
を
念
ふ
の
み
を

謂
ふ
。
石
台
の
古
磴
の
草
を
見
れ
ば
、
人
を
し
て
腸
断
せ
し
む
る
は
腸
の
懸
か
る
が
如
く
な
れ
ば
な
り
。

過
酷
な
労
働
の
苦
し
み
と
、
幼
子
を
思
う
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
石
段
の
草
が
ま
る
で
引
き
裂
か
れ
た
己
の
腸
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ

と
説
く
劉
辰
翁
に
対
し
、
呉
正
子
は
、
腸
が
懸
か
っ
て
い
る
よ
う
な
様
子
が
見
る
人
を
断
腸
さ
せ
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
両
者
の
解
釈

は
一
見
似
て
い
る
が
、
説
明
の
順
序
が
逆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
劉
辰
翁
の
解
釈
は
、
老
夫
の
苦
し
み
や
悲
し
み
と
い
っ
た

感
情
が
ま
ず
根
本
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
詩
の
世
界
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
詩
は
宋
詩
へ
の
反
省
か
ら
、
唐
詩
の
叙
情
性
へ
と
回
帰
し
、
理
よ
り
も
情
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
詩
に
込
め
ら
れ
た

感
情
を
重
視
し
、
読
み
解
く
劉
辰
翁
の
評
点
は
、
ま
さ
に
元
代
の
文
学
思
想
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
の
評
点

が
元
代
に
お
い
て
賞
賛
さ
れ
た
所
以
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
呉
澄
は

｢

於
諸
家
詩
、
融
液
貫
徹
、
評
論
造
極

(�)
(

諸
家
の
詩

に
於
て
、
融
液
貫
徹
し
、
評
論
は
極
み
に
造い

た

る)｣

と
言
い
、
劉
辰
翁
が
諸
家
の
詩
を
読
む
際
に
、
作
者
の
心
に
己
の
心
を
重
ね
よ
う

と
す
る
態
度
を
賞
賛
し
た
。
ま
た
掲�
斯
は
、
劉
辰
翁
の
評
点
を

｢

数
百
年
に
一
人
の
才
能｣

と
絶
賛
し
、
欧
陽
脩
と
と
も
に
劉
辰
翁

の
文
学
も
是
非
学
ぶ
よ
う
に
と
廬
陵
の
若
者
に
熱
心
に
勧
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
劉
辰
翁
の
出
現
に
よ
っ
て
江
西
の
詩
は
一
変
し
た
が
、

や
が
て
元
朝
に
よ
っ
て
科
挙
が
再
開
さ
れ
る
と
、
人
々
は
ま
た
科
挙
の
為
の
文
学
ば
か
り
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
掲�
斯
は
嘆
い
て

い
る

(�)

。
こ
の
こ
と
は
、
劉
辰
翁
の
評
点
が
決
し
て
科
挙
合
格
の
為
だ
け
も
の
で
は
な
く
、
文
学
そ
の
も
の
の
高
み
を
追
求
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
劉
辰
翁
の
評
点
は
、
元
朝
初
期
の
若
者
達
に
広
く
学
ば
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

劉
辰
翁
は
宋
末
の
文
学
を
建
て
直
し
、
次
な
る
元
代
文
学
の
礎
を
築
い
た
文
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

江
西
の
文
学
風
土

こ
こ
で
、
劉
辰
翁
が
主
に
活
動
し
た
江
西
と
い
う
風
土
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
江
西
は
彼
の
故
郷
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
宋
元

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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の
文
学
・
学
術
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
場
所
で
も
あ
っ
た
。
北
宋
の
欧
陽
脩
以
来
、
王
安
石
・
黄
庭
堅
・
陸
九
淵
・
周
必
大
・
楊
万

里
な
ど
名
だ
た
る
文
人
達
が
江
西
か
ら
輩
出
し
て
い
る
。
元
代
に
お
い
て
も
、
ク
ビ
ラ
イ
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
程
鉅
夫
や
、
延
祐

の
復
科
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
熊
朋
来
、
元
一
代
を
代
表
す
る
巨
儒
呉
澄
の
他
、
虞
集
・
范�
・
掲�
斯
な
ど
、
元
代
文

学
を
担
う
人
材
を
多
く
供
給
し
た
の
が
江
西
で
あ
っ
た
。
ま
た

『

元
史』

巻
一
九
〇
熊
朋
来
伝
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

會
朝
廷
遣
治
書
侍
御
史
王
構
銓
外
選
于
江
西
、
於
是
參
政
徐�
・
李
世
安
、
列
薦
朋
來
爲�
海
提
擧
儒
學
官
、
使
者
報
聞
、
而
朝

廷
以
東
南
儒
學
之
士
唯
福
建
・
廬
陵
最
盛
、
特
起
朋
來
連
爲
兩
郡�
授
。

会と
き

に
朝
廷

治
書
侍
御
史
王
構
を
し
て
外
選
を
江
西
に
銓え

ら

ば
し
む
る
に
、
是こ

こ

に
於
て
参
政
徐�

・
李
世
安
、
朋
来
を
列
薦
し
て

�
海
提
挙
儒
学
官
と
為
し
、
使
者
報
聞
し
て
、
朝
廷

東
南
の
儒
学
の
士
の
唯
だ
福
建
・
廬
陵
の
み
最
も
盛
ん
な
る
を
以
て
、

特
に
朋
来
を
起
こ
し
て
連
ね
て
両
郡
の
教
授
と
為
す
。

こ
の

｢

東
南｣

と
は
江
南
全
体
を
指
す
。
江
南
全
土
に
お
け
る
福
建
・
廬
陵
の
学
問
の
評
判
は
、
ま
さ
に
遠
く
大
都
の
朝
廷
に
ま
で

届
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
元
代
は
書
院
教
育
が
盛
ん
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
書
院
の
数
に
お
い
て
も
江
西
は
群
を
抜
い
て
い

た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
福
建
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
江
西
は
出
版
業
の
盛
ん
な
土
地
で
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
完
成
し
た

『

遼
史』

『

金
史』
『

宋
史』

を
政
府
の
命
令
に
よ
り
江
浙
行
省
と
と
も
に
出
版
し
た

(�)

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
劉

辰
翁
の
評
点
本
が
家
族
や
門
人
達
に
よ
っ
て
次
々
と
出
版
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
朝
鮮
や
日
本
へ
ま
で
も
伝
わ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の

江
西
の
出
版
業
に
支
え
ら
れ
た
部
分
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
江
西
に
お
い
て
、
劉
辰
翁
は
ま
さ
に
当
地
を
代
表
す
る
文
人

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
・
欧
陽
玄

｢

羅
舜
美
詩
序｣

(『

圭
斎
文
集』

巻
八)

に
言
う
。

江
西
詩
、
在
宋
東
都
時
、
宗�
太
史
、
號
江
西
詩
派
、
然
不
皆
江
西
人
也
。
南
渡
後
、
楊
廷
秀
好
爲
新
體
詩
、
學
者
亦
宗
之
。
雖

楊
宗
少
於�
、
然
詩
亦
小
變
。
宋
末
、
須
溪
劉
會
孟
出
於
廬
陵
。
適
科
目
廢
、
士
子
專
意
學
詩
。
會
孟
點
校
諸
家
甚
精
、
而
自
作

多
奇
崛
、
衆
翕
然
宗
之
、
於
是
詩
又
一
變
矣
。

江
西
の
詩
、
宋
の
東
都
の
時
に
在
り
て
は
、
黄
太
史

(

庭
堅)

を
宗
と
し
、
江
西
詩
派
と
号
す
、
然
れ
ど
も
皆
江
西
の
人
に
は

あ
ら
ず
。
南
渡
の
後
、
楊
廷
秀

(

万
里)

新
体
の
詩
を
為つ
く

る
を
好
み
、
学
ぶ
者

亦
た
之
れ
を
宗
と
す
。
楊
宗
は
黄
よ
り
少
す
く
な
し
と

雖
も
、
然
れ
ど
も
詩
は
亦
た
小
変
す
。
宋
末
、
須
渓
劉
会
孟

廬
陵
よ
り
出
づ
。
適と

き

に
科
目
廃
さ
れ
、
士
子

意
を
詩
を
学
ぶ
に

中
国
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専
ら
に
す
。
会
孟

諸
家
を
点
校
す
る
こ
と
甚
だ
精く

は

し
く
、
自
作
も
多
く
奇
崛
な
れ
ば
、
衆

翕
然
と
し
て
之
れ
を
宗
と
し
、
是こ

こ

に
於
て
詩
は
又
一
変
す
。

こ
こ
で
は
北
宋
以
来
の
江
西
の
詩
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
、
欧
陽
玄
は
黄
庭
堅
・
楊
万
里
に
続
い
て
劉
辰
翁
の

名
を
挙
げ
て
い
る
。
欧
陽
玄
は
翰
林
学
士
承
旨

(

従
一
品)

に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
文
人
で
、『

経
世
大
典』

の
編
纂
の
他
、『

遼
史』

『

金
史』

『

宋
史』
の
編
纂
に
お
い
て
も
総
裁
官
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
元
代
中
期
に
お
い
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
ま
た
、
欧

陽
脩
を
祖
と
し
、
江
西
の
文
人
達
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
彼
の
言
葉
は
充
分
に
傾
聴
に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
劉
辰
翁
は
自
身
の

文
学
作
品
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
古
今
の
文
人
の
作
品
へ
の
大
量
の
評
点
に
よ
っ
て
、
当
時
の
江
西
の
文
学
を

｢

一
変｣

さ
せ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
辰
翁
は
江
西
の
文
学
を
語
る
上
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
人
物
で
あ
っ
た

(�)

。
そ
し
て
、
活
動
の
場
が
江
西
で

あ
っ
た
が
故
に
、
劉
辰
翁
は
元
代
文
学
全
体
に
お
い
て
も
ま
た
枢
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四

元
代
文
学
に
お
け
る
劉
辰
翁
の
重
要
性

劉
辰
翁
は
、
正
史
た
る

『

宋
史』
『

元
史』
に
は
、
伝
は
お
ろ
か
そ
の
名
前
す
ら
見
え
な
い
。
だ
が
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は

元
代
文
学
の
基
幹
を
構
成
す
る
重
要
な
文
人
で
あ
っ
た
。
劉
辰
翁
の
評
点
の
出
現
は
、
ま
さ
に
宋
末
の
文
学
を
一
変
さ
せ
、
次
な
る
元

代
の
文
学
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。
文
学
史
に
お
い
て
も
、
劉
辰
翁
の
文
学
は
、
宋
代
末
期
の
文
人
と
い
う
よ
り
も
、
元
代
文
学
の

先
駆
け
に
位
置
す
る
文
人
と
し
て
新
た
に
捉
え
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
中
国
文
学
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
劉
辰
翁
で
あ
る
が
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
文
学
、
と
り
わ
け
そ
の
評
点
の
中
国
文
学
史
に
お
け
る
意
義
は

非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
彼
の
故
郷
で
あ
り
、
宋
元
代
の
文
学
・
学
術
の
中
心
地
の
一
つ
と
し

て
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
江
西
は
、
劉
辰
翁
の
出
現
に
よ
っ
て
、
宋
代
の
文
学
か
ら
新
た
な
元
代
の
文
学
へ
と
変
容
す
る
大
き
な
き
っ

か
け
を
得
た
。
そ
し
て
江
西
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
劉
辰
翁
が
評
点
を
施
し
た
書
物
が
出
版
さ
れ
て
様
々
な
場
所
へ
と
伝
わ
る
こ
と
で
、

彼
の
影
響
は
中
国
本
土
は
お
ろ
か
、
同
時
代
の
日
本
や
朝
鮮
へ
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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注

(
１)

本
稿
で
は
元
代
の
江
西
行
省

(

現
在
の
江
西
省
と
広
東
省
を
併
せ
た
地
域)

を
指
す
。

(

２)
例
え
ば
前
野
直
彬
編

『

中
国
文
学
史』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年)

に
は

｢

十
三
世
紀
に
は
い
る
と
蒙
古
帝
国

(

元)

が
興
隆
し
、

…
…
や
が
て
元
軍
は
揚
子
江
を
越
え
、
南
宋
の
領
土
へ
侵
入
し
て
き
た
。
こ
の
民
族
の
危
機
に
対
し
て
、
劉
辰
翁
・
文
天
祥
ら
、
少
数
の

慨
世
哀
時
の
志
を
詞
に
託
し
た
人
々
を
除
い
て
、
多
く
の
文
人
詞
人
は
ご
く
消
極
的
な
反
応
を
示
す
の
み
で
、
ひ
た
す
ら
風
流
韻
事
に
ふ

け
り
つ
つ
、
祖
国
の
滅
亡
を
迎
え
た｣

(

一
六
八
頁)

と
見
え
る
。
ま
た
村
上
哲
見

『

宋
詞
研
究

南
宋
篇』

(

創
文
社
、
二
〇
〇
六
年)

に
も

｢

辛
棄
疾
ら
の
詞
風
を
受
け
継
ぐ
詞
人
と
し
て
、
ほ
ぼ
一
世
代
遅
れ
て
南
宋
後
期
の
劉
克
荘
、
更
に
遅
れ
て
宋
末
か
ら
元
代
に
入
っ
て
遺

民
と
し
て
生
き
た
劉
辰
翁
が
い
る｣

と
あ
る

(

二
五
頁)

。
近
年
編
ま
れ
た
呉
海
・
曾
子
魯
主
編

『

江
西
文
学
史』

(

江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇

〇
五
年)

に
お
い
て
も
、
文
天
祥
ら
と
と
も
に
宋
末
の
愛
国
詞
人
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
評
点
を
通
し
た
元
代
文
学
へ
の
影
響
と
い
う

視
点
か
ら
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

(

３)

評
点
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
高
津
孝
｢

宋
元
評
点
考｣

(『

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集』

三
一
号
、
一
九
九
〇
年
。
の
ち
潘
世

聖
等
訳

『

日
本
宋
学
研
究
六
人
集

科
挙
与
詩
芸

宋
代
文
学
与
士
人
社
会』

[

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年]

に
中
国
語
訳
を
収
録)

、
張
伯
偉
著
・

齋
藤
希
史
訳

｢

評
点
遡
源｣

(

京
都
大
学

『
中
国
文
学
報』

第
六
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
十
月
。
の
ち
章
培
恒
・
王
靖
宇
主
編

『

中
国
文
学
評
点
研
究
論
集』

[

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年]

に
中
国
語
に
て
再
録)

、
孫
琴
安

『

中
国
評
点
文
学
史』

(

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
九
年)

な
ど
が

あ
る
。
ま
た
顧
易
生
・
蒋
凡
・
劉
明
金

『

宋
金
元
文
学
批
評
史』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年)

に
は
劉
辰
翁
の
評
点
に
つ
い
て
比
較

的
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

(

４)

具
体
的
に
は
一
二
七
五
年
か
ら
一
二
九
七
年

(

劉
辰
翁
の
没
年)

ま
で
の
活
動
を
指
す
。

(

５)

劉
辰
翁
の
伝
記
の
主
な
資
料
に
は
、
楊
慎

『

楊
升
庵
集』

・
銭
士
昇

『

南
宋
書』

巻
六
三
・
黄
宗
羲

『

宋
元
学
案』

巻
八
八
巽
斎
学
案
・

万
斯
同

『

宋
季
忠
義
録』

巻
十
六
・
陸
心
源

『

宋
史
翼』

巻
三
五
・
柯
劭�

『

新
元
史』

巻
二
三
七
が
あ
る
。
そ
の
他
、
馬
群

｢

劉
辰
翁

事
跡
考｣

(『

詞
学』

第
一
輯
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年)

、
呉
企
明

｢
劉
辰
翁
年
譜
簡
編｣

(

同
氏
校
注

『

須
渓
詞』

所
収
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
八
年)

も
参
照
し
た
。

(

６)

劉
辰
翁
の
経
歴
に
つ
い
て
、
清
・
顧
嗣
立

『

元
詩
選』

な
ど
が
陸
象
山
の
門
下
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。『

元
詩
選』

三
集
の
劉
辰
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翁
小
伝
に

｢

年
十
七
登
陸
象
山
之
門
、
年
二
十
四
補
太
學
生｣

と
あ
る
。
こ
れ
は
呉
澄

『

呉
文
正
公
集』

(『

元
人
文
集
珍
本
叢
刊』

三
・
四
、

新
文
豊
出
版
、
一
九
八
五
年)

巻
十
三

｢

金
谿
劉
太
博
文
集
序｣

に

｢

年
十
七
而
登
陸
子
之
門
、
二
十
四
而
入
學｣

と
あ
る
の
に
基
づ
く
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

｢

劉
太
博｣

は
劉
辰
翁
と
は
別
人
で
あ
る
。

(

７)
戴
表
元
は
、
そ
の
弟
子
袁
桷
と
と
も
に
元
代
に
お
い
て
名
声
を
博
し
た
文
人
で
あ
る
。
彼
は
慶
元
路
奉
化
州

(

今
の
浙
江
省
奉
化
市)

の

出
身
だ
が
、
劉
辰
翁
に
学
ん
だ
縁
で
、
廬
陵
出
身
の
文
人
達
と
も
盛
ん
に
交
流
を
し
て
い
た

(

戴
表
元

『�

源
戴
先
生
文
集』

[

四
部
叢
刊
初
編]

巻
十
四

｢

送
曹
士
弘
序｣)

。
劉
辰
翁
の
知
名
度
と
影
響
力
を
窺
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

(

８)

劉
辰
翁

『

須
渓
集』

巻
三

｢

虎
渓
蓮
社
堂
記｣

に

｢(

徳
祐)

元
年

(

一
二
七
五)

冬
十
二
月
、
予
避
地
虎
溪
、
主
蕭
氏
、
諸
君
幸
哀
我
、

館
且
穀
我｣

と
あ
る
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
劉
辰
翁
の
詩
文
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
本

『

須
渓
集』

十
巻
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参

照
し
た
。
彼
に
は
文
集
一
百
巻
が
あ
っ
た
が
明
代
に
散
佚
し
、
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
清
人
が

『

永
楽
大
典』

な
ど
か
ら
集
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
句
題
詩
を
集
め
た

『

須
渓
先
生
四
景
詩
集』

四
巻
、
記
を
集
め
た

『

須
渓
先
生
記
鈔』

八
巻
な
ど
も
あ
る
。
近
年

で
は
段
大
林
校
点

『

劉
辰
翁
集』
十
五
巻
(

江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年)

、
前
掲
呉
企
明
校
注

『

須
渓
詞』

三
巻
が
あ
る
。

(

９)
『

元
人
文
集
珍
本
叢
刊』

七
所
収
。

(

10)

こ
の

｢

皮
氏｣

は
お
そ
ら
く
皮�

(

或
い
は
そ
の
一
族)

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
皮�
並
び
に
彼
の
一
族
は
呉
澄
と
親
交
が
深
く
、
呉

澄
が
彼
ら
の
た
め
に
著
し
た
詩
文
が
彼
の
文
集
中
に
多
く
見
え
る
。
そ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
皮
氏
の
館
は
当
時
、
江
西
に
お
い
て
文
人
達
が

集
ま
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
呉
澄

『

呉
文
正
公
集』

巻
十
五

｢

送
法
易
子
序｣

、
同
書
巻
三
一

｢

題
胡

志
甫
墓
誌
後｣

な
ど
を
参
照
。

(

11)

元
代
は
、
儒
者
は
儒
戸
と
い
う
身
分
に
分
け
ら
れ
、
免
税
・
免
役
な
ど
の
優
遇
を
受
け
て
い
た
。『

元
史』

世
祖
本
紀
に
も

｢
(

至
元
十

三
年

[

一
二
七
六]

三
月)

戊
寅
、
敕
諸
路
儒�
通
文
學
者
三
千
八
百
九
十
、
並
免
其
徭
役｣

(

巻
九)

と
見
え
、
儒
者
は
国
家
に
保
護
さ
れ

て
い
た
。
大
島
立
子

｢

元
代
の
儒
戸
に
つ
い
て｣

(『

中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集』

開
朋
会
、
一
九
八
〇
年)

な
ど
を
参
照
。
同
氏
に
拠
れ
ば
、

儒
戸
は
一
度

｢

付
籍
さ
れ
て
も
、
そ
の
資
格
を
有
し
な
い
者
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
は
、
そ
の
特
権
が
認
め
ら
れ
な
く｣

な
り
、
故
に

｢

常
に
文
学
、
経
学
の
習
得
に
力
を
注
い
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た｣

と
い
う
。
元
人
が
科
挙
の
停
止
に
も
拘
わ
ら
ず
詩
文
の
学
習

に
励
ん
だ
の
は
、
こ
う
し
た
現
実
的
な
理
由
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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(

12)

危
素

『

危
太
樸
文
続
集』

巻
五

｢

劉
桂
翁
先
生
墓
志
銘｣

に

｢(

劉�)

爲
詩
、
以
謁
太
學
博
士
劉
公
辰
翁
、
劉
公
稱
之｣

と
。

(
13)

『

韋
江
州
集』

(

四
部
叢
刊
初
編)

附
録
所
収
劉
辰
翁
評
語
に

｢�
祐
初
初
秋
、
看
二
集

(

韋
応
物
と
孟
浩
然
の
詩
集)

、
謹
用
校
點
并
記
之｣

と
見
え
、
韋
応
物
・
孟
浩
然
の
詩
集
へ
の
評
点
も
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
て
い
る
。

(

14)
劉
辰
翁
が
評
点
を
施
し
た
詩
人
の
う
ち
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る

(

◎
は
別
集
が
現
存
す
る
も
の)

。

(

唐)

駱
賓
王

杜
審
言

賀
知
章

陳
子
昂

張
九
齢

王
之
渙

孟
浩
然
◎

高
適

王
維
◎

李
白

儲
光
羲

王
縉

常
建

崔�
銭
起

杜
甫
◎

岑
参

孟
雲
卿

戴
叔
倫

韋
応
物
◎

裴
迪

張
謂

沈
千
運

盧
象

盧
綸

郎
士
元

司
空
曙

武
元
衡

孟
郊
◎

劉
長
卿

劉
商

王
建

韓
愈

柳
宗
元

賈
島

金
昌
緒

盧
仝

李
賀
◎

姚
合

崔
塗

(

宋)

王
安
石
◎

蘇
軾
◎

陳
与
義
◎

陸
游
◎

汪
元
量
◎

(

15)

李
朝
中
宗
十
七
年

(

一
五
二
二)

刊

『

陶
淵
明
集』

の
朴�
跋
文
に

｢

右
靖
節
先
生
詩
文
集
、
康
州
須
溪
本
、
不
但
文
集
之
不
具
而
其

所
載
且
有
闕
失
、
是
豈
陶
氏
之
全
書
耶｣

と
あ
る

(

藤
本
幸
夫

『

日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究

集
部』

[

二
〇
〇
六
年
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会]

八
四

三
頁
に
拠
る)

。
こ
の
跋
文
か
ら
は
劉
辰
翁
本
が
選
集
で
あ
っ
た
可
能
性
も
窺
え
る
。

(

16)
『

永
楽
大
典』

巻
九
〇
七
に

『

唐
百
家
詩
選』

へ
の
劉
将
孫
の
序
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り

(

劉
将
孫

『

養
吾
斎
集』

に
は
未
収)

、
そ
こ
に

｢

此
本
經
先
子
論
訂
提�
、
特
欲
以
啓
後
學��
之
機
。
古
雲
譚
見
心
、
詩
稱
能
品
、
先
子
深
賞
愛
之
。
已
而
名
士
、
刻
雅
南
者
多
選
其

作
。
取
吾
家
荊
公
選
詩
本
刻
之
、
寄
聲
爲
序
。
先
君
子
須
溪
先
生
點
校
熟
復
、
疑
荊
公
別
有
選
者
、
然
唐
詩
浩
繁
雜
襲
、
得
此
本
讀
之
者
、

亦
勝
如
盡
讀
諸
集
也
。
…
…
予
懼
夫
覽
者
徒
能
疑
於
是
編
、
乃
上
下
論
之
、
非
日
辯
其
不
然
、
聊
以
廣
或
者
之
意
。
雖
不
必
如
荊
公
所
謂

『

觀
此
而
足』

、
抑
以
此
選
此
評
而
觀
唐
詩
不
亦
可
哉｣
と
あ
る
。
譚
見
心
は
劉
辰
翁
の
門
人
譚
復
で
あ
る
。
序
文
に
言
う｢

此
評｣

と
は

劉
辰
翁
の
評
点
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
少
章
に
よ
る
評
点
の
可
能
性
も
あ
る
。
時
少
章
は
劉
辰
翁
よ
り
三
、
四
十
歳
年
長
で
、

『

唐
百
家
詩
選』

に
評
点
を
施
し
た
。
そ
の
評
点
本
は
現
存
し
な
い
が
、
評
の
一
部
が
呉
師
道

『

呉
礼
部
詩
話』

に
引
用
さ
れ
る
。
時
少

章
に
つ
い
て
は
査
屏
球
著
・
坂
井
多
穂
子
訳

｢

王
荊
公

『

唐
百
家
詩
選』
の
宋
に
お
け
る
伝
播
と
受
容

時
少
章

『

唐
百
家
詩
選』

評

点
の
詩
学
的
淵
源
に
つ
い
て

｣
(

宋
代
詩
文
研
究
会

『

橄
欖』

第
十
三
号
、
二
〇
〇
五
年)

を
参
照
。
だ
が
少
な
く
と
も
劉
辰
翁
が
校
訂
し

た

『

唐
百
家
詩
選』

が
、
劉
辰
翁
の
没
後
に
門
人
の
譚
復
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(

17)

事
実
、
王
安
石
の
詩
集

(『

王
荊
文
公
詩
箋
註』)

は
劉
辰
翁
の
刪
定
を
経
て
い
る
。
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(

18)

影
印
元
大
徳
五
年
王
常
刻
本

『

王
荊
文
公
詩
箋
註』

(『

北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊』

八
七
、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

劉
将
孫
序

文
。
王
常
は
劉
辰
翁
の
門
人
で
あ
る
。

(

19)
高
津
氏
前
掲
論
文
。

(

20)
詩
の
流
行
を
、
亡
き
宋
朝
を
偲
ぶ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
捉
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
逆
に
科
挙
と
い
う
縛
り
が
無
く
な
っ
た
元
代

だ
か
ら
こ
そ
、
詩
を
純
粋
に
文
学
と
し
て
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
有
名
な
月
泉
吟
社
の
活
動
に
し
て
も
や
は

り
科
挙
を
偲
ん
で
の
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
宋
末
の
文
人
に
は
科
挙
に
対
し
て
批
判
的
な
者
も
多
か
っ
た
。
三
浦
秀
一

『

中

国
心
学
の
稜
線

元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教』

(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年)

中
篇
附
論

｢

元
朝
南
人
に
お
け
る
科
挙
と
朱
子
学｣

を
参

照
。
劉
辰
翁
も
、｢
科
擧
興
、
士
能
時
文
而
止
、
而
時
文
亦
復
猥
陋
不
達｣

(『

須
渓
集』

巻
六

｢

曾
季
章
家
集
序｣)

や

｢

蓋
進
取
之
事
不
在
科

擧
、
而
在
學
術
與
人
品
、
此
世
道
之
古
也｣

(

同
書
巻
一

｢

臨
江
軍
新
喩
県
学
重
修
大
成
殿
記｣)

と
あ
る
よ
う
に
、
宋
末
の
科
挙
や
、
科
挙
の

為
の
所
謂

｢

時
文｣

に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

(

21)

劉
辰
翁

『

須
渓
集』

巻
六

｢

陳
生
詩
序｣

に

｢

吾
評
古
今
甚
深
密
義
、
得
之
淺
易
、
它
人
不
能
識
、
乃
反
笑
予｣

と
あ
る
。

(

22)
『

元
史』

世
祖
本
紀
に

｢
(

至
元
十
二
年

[
一
二
七
五]

九
月)

丙
申
、
以
玉
昔
帖
木
兒
爲
御
史
大
夫
。
括
江
南
諸
郡
書
版
及
臨
安
祕
書
省

『

乾
坤
寶
典』

等
書｣

(

巻
八)

と
あ
る
。
こ
の
時
に
集
め
ら
れ
た
書
籍
は
、
そ
の
ま
ま
大
都
へ
と
送
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に

｢
(

至
元
十
三
年
二
月)

伯
顏
就
遣
宋
内
侍
王
埜
入
宮
、
收
宋
國�
冕
・
圭
璧
・
符
璽
及
宮
中
圖
籍
・
寶
玩
・
車
輅
・
輦
乘
・
鹵
簿
・
麾
仗
等

物
。
…
…
丁
巳
、
命
焦
友
直
括
宋
祕
書
省
禁
書
圖
籍｣

(
巻
九)

や
、｢(

至
元
十
五
年
四
月)

庚
辰
、
以
許
衡
言
、
遣
使
至
杭
州
等
處
取
在
官

書
籍
版
刻
至
京
師｣
(

巻
十)

な
ど
、
江
南
の
書
物
を
熱
心
に
首
都
大
都
へ
と
集
め
る
元
朝
の
政
策
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
滅
亡
直

後
の
江
南
に
、
一
時
的
な
書
物
の
不
足
が
生
じ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
戦
火
に
よ
る
散
佚
だ
け
で
な
く
、
江
南
の
書
物
が
大
都
に
集
め

ら
れ
た
こ
と
も
書
物
の

｢

零
落｣

の
一
因
で
あ
ろ
う
。

(

23)

李
賀
詩
へ
の
劉
辰
翁
の
評
点
は
、
呉
正
子
箋
注
劉
辰
翁
評
点

『

李
長
吉
歌
詩』

四
巻
外
集
一
巻
と
し
て
伝
存
す
る

(

注
釈
者
の
呉
正
子
は

江
西
金
谿
の
人
。
陸
象
山
の
妻
呉
氏
の
一
族
で
、
陸
象
山
の
甥
に
あ
た
る)

。
こ
の
本
は
明
刊
本

(

劉
須
渓
評
点
九
種
書
本)

・
四
庫
全
書
本
の
他
、

京
都
大
学
蔵
室
町
写
本

(

京
都
大
学
電
子
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
貴
重
資
料
画
像
と
し
て
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る

[�����������������������
�������������������������� ])

・
国
立
公
文
書
館
蔵
江
戸
写
本
・
昌
平
坂
学
問
所
刊
官
板
な
ど
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

劉
辰
翁
の
評
点
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
学
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う
ち
最
も
備
わ
る
も
の
は
官
板

『

唐
李
長
吉
歌
詩』

で
あ
り
、
本
稿
も
官
板
を
底
本
と
し
て
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。

(
24)

官
板
は

｢

身｣

字
の
圏
点
を
欠
く
が
、
諸
本
に
拠
り
補
っ
た
。

(

25)
後
世
の
注
釈
に
よ
っ
て
、｢

懸
腸
草｣

は

『

述
異
記』

に
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

26)
明
版
・
江
戸
写
本
・
官
板
は

｢

孩
提｣

の
後
に
三
字
の
空
格
が
あ
る
。
一
方
、
室
町
写
本
に
は
空
格
は
無
く
、
四
庫
全
書
本
は

｢

之
泣

亦｣

の
三
字
を
補
っ
て
い
る

(

四
庫
全
書
本
は

｢

老
夫
採
玉
歌｣

の
大
部
分
を

｢

原
本
殘
缺｣

と
し
て
欠
い
て
お
り
、
劉
辰
翁
の
評
語
の
末
尾
と
呉
正
子

注
の
み
を
載
せ
る)

。
四
庫
全
書
本
に
従
っ
て
も
意
味
は
通
る
が
、
四
庫
全
書
本
以
前
の
全
て
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て

｢

之
泣
亦｣

の
三
字

が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
底
本
に
従
い
、
空
格
の
ま
ま
と
し
た
。
室
町
写
本
に
空
格
が
無
い
理
由
は
未
詳
だ
が
、
こ
の
本
に
は
、

逆
に
他
本
で
は
空
格
に
し
な
い
部
分
を
空
格
に
す
る
例
も
あ
る
な
ど

(

室
町
写
本
巻
四

｢

高
軒
過｣

な
ど)

、
不
明
な
点
が
多
い
。

(

27)

呉
澄

『

呉
文
正
公
集』
巻
十
一

｢

大
酉
山
白
雲
集
序｣

。

(

28)

掲�
斯

『

掲
文
安
公
全
集』

(
四
部
叢
刊
初
編)

巻
八

｢

呉
清
寧
文
集
序｣

に

｢

須
溪
作
而
江
西
爲
之
變
。
…
…
須
溪
沒
一
十
有
七
年

(

科
挙
が
再
開
し
た
一
三
一
四
年
を
指
す)
、
學
者
復
靡
然
棄
哀
怨
、
而
趨
和
平
、
科
擧
之
利
誘
之
。
…
…
須
溪
衰
世
之
作
也
、
然
其
評
詩
、
數

百
年
之
間
一
人
而
已
。
獨
非
子
之
師
乎｣
と
あ
る
。

(

29)

百
衲
本

『

金
史』

巻
首
に
載
せ
る
至
元
五
年

(

一
三
三
九)

九
月
某
日
付
の
命
令
文
書
を
参
照
。
ま
た
廬
陵
に
お
け
る
出
版
の
隆
盛
に

つ
い
て
は
土
肥
克
己

｢

宋
元
時
代
の
建
陽
と
廬
陵
に
お
け
る
分
集
本
出
版｣

(『

東
方
学』

第
一
〇
九
輯
、
二
〇
〇
五
年
一
月)

、
同
氏

｢

楊
朝
英

と
楽
府
新
編
陽
春
白
雪
に
介
在
す
る
江
西
の
文
化
背
景｣

(

神
戸
大
学

『

未
名』

二
三
号
、
二
〇
〇
五
年)

が
あ
る
。

(

30)

元
人
に
よ
る
元
代
詩
文
の
総
集
で
あ
り
、
至
元
二
年

(
一
三
三
六)

に
国
家
出
版
さ
れ
、
元
代
に
広
く
読
ま
れ
た
蘇
天
爵

『

国
朝
文
類』

も
劉
辰
翁
の
作
品
を
載
せ
て
お
り

(

巻
八
に
劉
辰
翁

｢

春
晴｣
二
首
を
収
録)

、
彼
の
名
声
は
必
ず
し
も
江
南
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(

同
じ
宋
末
元
初
の
人
で
あ
る
文
天
祥
や
謝
枋
得
、
謝�
な
ど
の
作
品
は
載
せ
な
い)

。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号
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